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１．はじめに
　コンピュータの急速な発展により、音声対話
によるコミュニケーションや外出などが困難で
あった障害者でも情報通信ネットワークを利用
することで社会との接点が増え、自立した生活
がおくれるようになってきている。しかし、様々
な利点がある反面、あまりにも早過ぎるコン
ピュータの開発競争により、次から次に新製品
が市場に投入される。キーボードやマウスが手
に馴染んできた頃には、充分使えるにもかかわ
らず時代遅れの機械になる。そして、コンピュー
タメーカーの多くは買い替えを促すコマーシャ
ルを流し続けている。
　そのような状況の中、特殊な入力補助装置を
必要とする重度身体障害者の多くは、長い年月
を掛けて整備・習熟してきたコンピュータ環境
を維持することが難しくなってきている。例え
ば、１）使い慣れた入力補助装置が新しいコン
ピュータやオペレーティングシステム（ＯＳ）に
接続できない、２）接続できるが操作環境が大き
く変わってしまう、３）入力補助装置を新たに買
い換えなければならない、というような問題点
がみられる。
　今回はポスタ発表としてこれらの問題解決に
関する情報交換ができれば幸いである。

２．背景
　第１回から昨年までの１４年間にリハ工学カ
ンファレンスで発表された障害者用キーボード
やマウスなど代替入力装置の開発評価に関する
発表１）～５９）の多くは、操作対象（接続するコン
ピュータ）に応じて開発された装置である。操作
対象毎に分類してみると表１のようになる。

　14年間に59件の発表（平均4.2件／年）があ
り、機種別ではＰＣ９８０１対応38件、多機種
対応6件、ユニバーサルインタフェース5件、PC/
AT(Windows 9x)対応5件、専用ワープロ2件、Ｐ
Ｃ６６０１、Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ、ＦＭ Ｔｏｗ
ｎｓ各1件であった。
　１９８０年代初期から９０年代初期まで、日
本における個人向けコンピュータの市場はＮＥ
Ｃ　ＰＣ９８01シリーズ一色となっている。し
かし、ＭａｃｉｎｔｏｓｈやＭＳ　Ｗｉｎｄｏ
ｗｓなどＧＵＩを中心としたシステムが普及す
るに従い、国際的な潮流とともに日本の市場も
世界標準へと移行していった。その状況が表１
からも読み取れる。
　特に注目するべき点として、１９９５年以降
に多機種対応やユニバーサルインタフェースと
いう入力代替装置が出てきたことである。Ｗｉ
ｎｄｏｗｓ９５が誕生した年でもある。また、こ
の時期からコンピュータやＯＳ、アプリケー
ションソフトのモデルチェンジのサイクルが短
くなり、ユーザーの買い替え頻度も高くなって
きている。

表１．リハ工学カンファレンスにおける
代替入力装置の対象別推移



３．問題点
　なぜ、多機種対応やユニバーサルインタ
フェース対応の入力補助装置の開発が始まった
のか。近年コンピュータをはじめとする一般向
け電子機器の開発では、その商品化・機能改良・
モデルチェンジが活発に行われている。
　そのため、コンピュータ周辺装置などを早い
サイクルで投入されるＯＳ・コンピュータ・アプ
リケーションソフトなどに対応させねばならな
い。市場の大きな商品であれば資金や人材を厚
く投入し、機能アップを図りながら迅速に新し
いものへ対応する製品を市場に出すことが可能
である。しかし、障害者用入力補助装置のような
製品開発においてこのような手法が取られるこ
とは少ない。迅速に対応できるところは稀であ
り、新しいＯＳへの対応が完了した時点で、さら
に次のＯＳが発表されていたという事態も皆無
ではない。
　そのため、僅かであっても障害者用入力補助
装置の市場を大きくし、ＯＳのバージョンや操
作対象コンピュータのメーカーの違いを吸収で
きる多機種対応やユニバーサルインタフェース
の採用が始まったと考えられる。

４．ユニバーサルインタフェース
　ユニバーサルインタフェースと多機種対応の
大きな違いは、“公共性”を考慮しているか否か
の違いである。最近のＷｉｎｄｏｗｓ対応マウ
スの多くは、専用コネクタによりＰＳ２とＵＳ
Ｂの２種類のインタフェースで利用できるもの、
つまり多機種対応が増えている。その原因とし
ては、Ｗｉｎｄｏｗｓ９８からマウスインタ
フェースとしてＵＳＢ対応が標準となり、多く
のＷｉｎｄｏｗｓ対応コンピュータがＵＳＢ
ポートを搭載しはじめたこと、ｉＭａｃ以降
アップルコンピュータもＵＳＢへ移行したこと
が考えられる。（註：Ｗｉｎｄｏｗｓ９８とＭａ
ｃＯＳのＵＳＢマウスは基本的には共用可能だ
が、ＵＳＢキーボードは不可。）
　ＰＳ２とＵＳＢの２つのインタフェースをマ
ウス単体に搭載することは大きな負担ではなく、

ユーザーに専用コネクタの使用を強いることの
みで市場が広くなる。そこには公共性よりも市
場の経済原理が優先され、これらの多機種対応
という製品が生み出されていると考えられる。
　一方、利用者の使いなれたＡＡＣデバイスを
キーボードやマウスの替わりに使うという発想
から生まれたＧＩＤＥＩ４３、６０）（図１参照）と、
ＯＳやコンピュータなどの違いから生ずる不利
益から利用者、特に特殊なインタフェースを必
要とする者を守るという発想から生まれたＴＡ
Ｓ５５、６１）（図２参照）などがある。これらユニ
バーサルインタフェースに対応した特殊な入力
補助装置は、規格化されたインタフェースによ
りコンピュータ、もしくは中継器に接続される。
そのため、市場の拡大も然る事ながら、ＯＳの
バージョンアップやコンピュータのモデルチェ
ンジに左右されない環境となり、使い易さや操
作性などを中心とした機器開発が可能となる。
これら経済性も考慮された利用者（公共性）中心
の機器開発がユニバーサルデザインという発想
である。

５．課題とまとめ
　GIDEI対応の入力補助装置としては、北米では
コンピュータに接続できる機能を有するAACデ

図１．ＧＩＤＥＩのシステム概要

図２．ＴＡＳのシステム概要



バイスが多く販売されている。日本国内では日
本語AACデバイスの“トーキングエイド”（ナム
コ）と、操作スイッチをコンピュータに繋げるた
めの“なんでもスイッチボックス”（テクノツー
ル製）などが製品として流通しているに過ぎな
い。
　また、TASはStanford大学からライセンスを供
与されているSynapse社が音声認識を中心とした
システムを販売している。TASのコマンドやプ
ロトコルなどは公開されておらず、インタ
フェース機器（アクセッサ）を自由に作れる環境
ではない。
　GIDEI はWisconsin 州立大学TraceCenter で、
TASはStanford大学CSLIで開発された共通化の
規格である。双方とも大学にて開発されたもの
であるが、公開とライセンス供与という普及の
ための方針が大きく異なっている。それぞれに
長所短所があり、どちらが優れているという結
論には至っていない。しかし、現在の日本におけ
る技術的なボランティア活動や異業種交流グ
ループによる福祉機器開発の状況を考えると、
だれもが利用可能な共通規格の方向が普及には
有利であると思われる。
　まず必要なことはインタフェースの規格化で
ある。しかし、コンピュータインタフェースのみ
ではなく、数年後に普及するであろう情報家電
などのインタフェースも含めた形で規格化を進
めることが重要と考えられる。国際的な共通イ
ンタフェース作りと協調しながら、日本におけ
る（日本語が使える）インタフェースの規格化を
模索しなければならない。また、これらの規格を
メーカーが採用しやすい内容や環境を作ること
も普及のためには不可欠であろう。
　それと平行して、様々なユーザーのためのイ
ンタフェース機器を開発していく必要がある。
すばらしいインタフェースの共通規格があって
も、接続できるインタフェース機器が少なけれ
ば目的は達成しない。
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